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ユークリッド原論 第 2巻 命題１４ 
 

【出典：中村幸四郎 他訳『ユークリッド原論―縮刷版―』共立出版】 

 第 2 巻 命題 14 
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問：次の  空欄  をうめてください。①～⑥は命題 14の下線部①～⑥に対
応しています。  

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問 この証明の方法と命題 14の証明の方法の違いは何ですか？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

BE・EZ＋EH２＝HZ２    ・・・① 
（HZ=Hθより） 
 

                     ・・・② 
θE２＋EH２＝Hθ２     ・・・③ 
 
BE・EZ＋HE２＝θE２＋EH２    ・・・④ 
 
（両辺から HE２をひくと） 
                       ・・・⑤  

 
（EZ=EΔより）    

BE・EZ＝BE・EΔ     
∴ BE・EΔ＝Eθ２  ・・・⑥ 

BΔ＝直線図形 A 
∴直線図形 A= Eθ２ 
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問 左図をもとに、 BE・EZ＝Eθ２  

を証明してください。 
 
証明 
 
 △θBE∽△ZθEより 

ＢＥ：Ｅθ＝    ：     

 

ａ：ｂ＝ｂ：ｃの関係が成り立つとき、ｂをａとｃの比例中項という。 
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比例中項を作図してみましょう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

作図手順 

①  

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

 

 

 

 



 5

２．アポロニウスが考えた円錐曲線の性質について 
基本的な性質について 【引用文献：Greek Mathematics Work Ⅰ  IVOR THOMAS 著】 

      ギリシア語                  英語 
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頂点が点 Aで、底面が BCを直径とする円である円錐について考

える。軸を通る面で切断し、できた切断面を三角形 ABC とする。

その三角形の底辺 BCに垂直かつ一方の母線 ACに平行となる面で

切断し、その切り口を EPDとする。点 Pから切り口（PM）に垂直

になるように PLを描き、その長さを 

PL：PA＝BC２：BA・AC 

となるようにする。点 Qをその切り口上に任意に取り、点Qを通り、

DEに平行に QVをひく。 

 このとき、QV2＝PL・PV であるといえる。 

 

命題 11《日本語訳》 

円錐を、軸を通る面で切断する。さらに、軸上の三角形の底辺に垂直な線分で円錐の底面を

切断するような、もう一つの面でも切断する。そしてそれは、その切断面の直径が軸上の三角

形のひとつの側に平行にしなさい。そうすると、切断面と円錐の底面との共通部分に平行にな

るように、切断面にできた曲線状の点から切断面の直径上の点へと線分が描かれるときに、そ

の線分を一辺とする正方形は、その線分により切断面の直径が曲線の頂点の方向に切り取られ

る線分と、もう一つのある線分によってできる長方形に等しいであろう。この直線は円錐の頂

角と弧の頂点との間の切片と同じ割合をもつだろう。軸上の三角形の底辺の正方形が三角形の

残りの二つの側によって隣接した長方形と同じ割合をもつように。そして、その切断面のこと

を parabola と呼ぶ。 
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問 作図ツール(Cabri Geometry Ⅱ)を用いて、「QV2＝PL・PV」の関係を作図してみよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

QV2＝PL・PVとは・・・  
QVを一辺とする正方形の面積と等しい長方形を PL上につくると、PLと

PVによってつくられる長方形の面積に等しい。 
 
そこで、アポロニウスはこの曲線を parabola（  、あてはまる）

と名づけた。 
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現代的な証明 

＜証明＞ 

（命題 11）ＰM//AC  

Pを通り切口の平面に垂直な線分 PLをひき、その長さを、 

    PL：PA＝BC2：BA・AC 

PLはパラメーターまたは通径（1atus rectum）という。 

ｐで示すこともある。 

 

点 Qをその切り口上に任意に取り、点Qを通り、DEに平行に QVをひく。 

Ｖを通り BCに平行にHK をひくと、HK は底面に平行な円の直径となるから 

    

 

 

 

相似三角形から 

    HV：PV＝BC：AC    （2） 

    VK：PA＝BC：BA 

（２）は 

    HV / PV＝BC / AC 

    VK / PA＝BC / BA 

とかける。 

 

よって、（２）の 2 つの式の積をとると 

   HV・VK / PV・PA＝BC2 / BA・AC 

 

∴ HV・VK：PV・PA＝BC2：BA・AC〔（2）から〕 

  ∴ QV2：PV・PA＝PL：PA〔（1）と仮定による〕 

           ＝PL・PV：PV・PA 

   

 ∴ QV2＝PL・PV 
 
 
 
 
 

QV2＝HV・VK ・・・ （1）   【比例中項の関係より】 

原典英語訳において 

BΓ2：BA・AΓ＝(BΓ：ΓA)(BΓ：BA)は 

BΓ2 / BA・AΓ＝(BΓ / ΓA)(BΓ / BA) 

と考えればよい。 


